
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【御挨拶】  

学校運営協議会 会長 加園 一茂 
五中学校運営協議会の活動がスタートして４年目となりました。日頃より学校運営協議会の活動に御理

解・御協力いただきましてありがとうございます。 
これまで五中学校運営協議会は学校、そして地域と協力をしながら生徒たちのために微力ながら活動をし

てまいりました。主な活動といたしまして夏休みの補習教室・進路に向けた面接練習、五中校区防犯パトロ
ール・校庭の芝刈り、五中フェスティバルの講座開拓・講師依頼・職場体験の会社探し等を行ってまいりま
した。 
五中フェスティバルの講師探しや職場体験の受け入れ先探しなど、実は学校より地域に住んでいる私たち

の方が得意な分野は意外と多くあります。学校運営を先生方だけに委ねるのではなく、私たち地域住民が積
極的に学校と関わりをもち情報共有し、助け合うことにより、先生方もより生徒と向き合う時間が増え、そ
の結果、教育環境は充実していくものと信じております。 
活動がスタートして４年、まだまだ試行錯誤ではございますが、今後も五中学校運営協議会は学校・地域

と連携し、三位一体となって生徒たちのためになる活動をまい進していく所存でございます。 
 

 

 

 
７月１日（土） 

今年で１４回目になります五中フェスティバルを開催しました。地域の方に講師の御協力をい 
ただき、３０講座の開設が実現しました。学校運営協議会としても携わらせていただき、生徒さ 
んが地域の方の御指導により楽しみながら体験をし、交流を深める場となりました。 
大変にありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月２１日（金）～７月２８日（金） 
夏休みの補習教室に学習サポーターとして武蔵村山高校のサポーター１４名が来てくださいました。 

丁寧に教えてもらい、チェックなどしていただき、高校生のサポートで 
勉強の楽しさを知る良い機会となりました。 
高校生のアンケートには以下のような記述がありました。 

 
 
★中学生という大切な時期の生徒さんに教えるということで不安もあったが、 
 実際に参加し、不安はなくなった。勉強を教えることの楽しさを知れた良い 
機会だった。来年も参加したい。 
良い経験をさせていただきありがとうございました。 

 
 
 

また、昨年に引き続き、今年も五中デジタルアート部にサポーター募集のポスターを作成していただいて、 
武蔵村山高校の教室前など１４か所に掲示をさせていただきました！ 
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９月１２日（火）～９月１４日（木） 
今年も学校運営協議会の地域連携部により職場体験先の開拓や、 
学校運営協議会委員の事業主の方に御協力をいただき、五中生に 

職場体験の機会と経験を与えていただきました。 
 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

 

 

 

 

                              

 

                      

    

       
 
●学習部● 
漢字検定実施 
第３回１０月２０日（金） 
第４回 １月１９日（金） 
★10/20 実施の漢字検定に向けて生徒さ
んが学習に励んでいます。学習部も微力
ながらサポートしていきます！ 
 
【第２回 ８月２２日（火）実施の様子】 
 
 

 

 

 

第五中学校職場体験を受け入れて 
地域連携部長 荒幡善政 

 
去る、平成２９年９月１２日から１４日

までの３日間、第五中学校２年生の職場体
験がありました。我が家でも農業を営んで
いますので、生徒の受け入れをし、今年度
は男子６名が体験に来ました。 
収穫や、種まき、片付けなど一連の作業

をしてもらい、最後には先生の協力を得な
がら給食センターまで連れて行き、流れを
見せる事ができました。職場体験を通じ、
子供たちのこれからの人生で、何かのきっ
かけになったらいいなと思います。 
地域連携部では、新しい事業所などの開拓
も行っていますが、五中生は、まだまだ増
加傾向にありますので、新たな事業所を探
しています。お知り合いで受け入れ可能な
所がありましたらお知らせください。 
 

 

 

学校運営協議会副会長  西川義則 
 
平成２９年９月１２日から３日間、

２年生の「職場体験」がありました。
私の職場にも子供たちがやって来まし
た！ 
３人の生徒たちが職場体験に来てく

れたのですが、みんな約束の時間をち
ゃんと守れてたいしたものです！それ
だけでも素晴らしい！ 
申し遅れましたが、私の職場は自動

車整備業です。自動車の車検整備、鈑
金塗装、新車、中古車販売、自動車保
険業務、自転車のパンク修理(笑)、基本
的に何でもこなす街の自動車修理屋さ
んです。 
職業上いろいろな工具を使う性格

上、子供たちにさせても心配のない仕
事は極端にしぼられて来てしまいま
す。そうすると、例えば「洗車」まぁ
けがすることはないでしょう、そう「お
預かりしているお子さんたちにけが」
をされるのが一番困りますので！ 
三人で車を洗うのですが、特にふざ

ける事もなく黙々と洗車をしていまし
た。終わると「次は何をすればいいで
すか？」と指示を仰いで来るところな
ど立派です。こちらがあおられている
ようでした。 
３日間の職場体験が終わってほっと

した反面、子供たちに教えてもらった
事の方が多かったのではないかと思い
ます。一生懸命聞き、一生懸命取り組
む、それって今私が一番忘れている事
なのではないかって…。 
今回の「職場体験」を通じて一つだ

け感じた事は、学校の先生も私たち親
も、子供たちに教えられる事はほんの
わずかで、けがをしないように心配す
ることと、不安にならない様に傍に居
てあげる … そのぐらいなのかなぁ、
と思いました。 
最後に私たち、五中学校運営協議会

も、そう！せめて、学校の先生や生徒
が悩んだり困ったりした時に「どうし
ました？」と聞いてあげられるスタン
スをいつも準備して居なければならな
いのかなぁ、と思う３日間でした。 

 

 

 


